
以下の①から⑤の新聞記事の中から二つを選び、それぞれ次の点につき答えなさい。 

 １．記事において問題となっている法律学上の論点 

 ２．その論点の前提となる法の説明 

 ３．その論点に関する諸説 

 ４．その論点に関する自らの見解 

注意：1.選択した記事番号を明記すること。二題の解答がないと回答とは認めない。二題の解答の順序は問わない。 

2. 一題を解答用紙の表面に他の一題を裏面に書く目安で記述すること。 

3. 設問１から４のいずれに解答しているのか明記すること。 

4.採点基準（各問５０点満点、合計１００点満点で採点する）  

a)設問の１．から４．の項目毎に、基本的には○△Ｘの三段階評価を行う。 

b)必要なことが述べられていれば○で１０点、不十分ならば△で５点、 

関係することが何も述べられていなとＸで０点。 

c)さらに、独創的な考えがみられた場合には、各問共に 10 点の範囲で追加点をつける。 

 

①全国都道府県議会議長会                         朝日新聞 2010 年 02 月 10 日 

９日の全国都道府県議会議長会の会合では反対論が噴出。自民党内でも反対派の急先鋒の山谷えり子参院議員

は「領土問題を抱える自治体で外国人が参政権を持てば介入を招きかねない」と話し、拍手を浴びた。だが、宮

城、高知、島根の３県議会は、過去に地方選挙権付与に賛成の意見書を可決したことがある。島根県議会は政権

交代後に反対の意見書を可決した。こうした議会の姿勢には疑問の声も。公明党の東順治副代表は「外国人は害

を与えるという前提で疎外する発想はとるべきではない」と呼びかけた。社民、共産両党の代表も前向きの意見

を述べた。地方代表で、賛成の立場で意見を述べたのは、民主党系の三重県議会の三谷哲央議長だけ。「（永住外

国人は）地域で義務を果たして、行政サービスを受けている。山谷さんの話は純血主義で極論だ」と指摘。 

 

②千種高架道事件                             朝日新聞 2007 年 06 月 15 日 

 名古屋市千種区の覚王山日泰寺近くで同市が進める都市計画道路建設をめぐり、日照権や景観権を損なうとし

て、住民１５人が市を相手取り、建設差し止めを求めた訴訟の控訴審判決が１５日、名古屋高裁であった。満田

明彦裁判長は、請求を却下した一審・名古屋地裁の判決を破棄し、審理を同地裁に差し戻した。一審で住民側は

「多くの歴史的文化財や緑地のある町並みが破壊される」などと主張。 

 

③阪急交通社事件                             週刊朝日 2013 年 06 月 21 日 

 英語が苦手なＡ氏は、安心・安全に旅を楽しみたいと添乗員付きツアーを選んだ。同ツアーの予定だと、手荷

物検査にかけられる時間は 30 分程度。余裕がないにもかかわらず、手荷物の再検査場に回されてしまったのだ。

Ａ氏が再検査を終え、巨大な空港内を走って搭乗口にたどり着いたとき、搭乗手続きの締め切り予定時刻を 30

分、出発予定時刻を 10 分過ぎていた。搭乗口は閉められ誰もいなかった。翌日帰国できたが、ホテルの宿泊代

や新たに雇った現地ガイド代など、予定外の出費が 10 万円近くもかかってしまった。Ａ氏は、実費だけでも負

担してほしいと阪急交通に申し入れたが、「運送機関のサービス中止など、旅行会社の関与しない理由によって旅

行者に生じた損害は、旅行会社が賠償責任を負うものではない」という旅行業約款を根拠に、「阪急は無過失なの

で（略）補償はしない」という回答だった。このため、慰謝料を含め 40 万円の賠償を求める訴訟に踏み切った。 

 

④認証保育所                                アエラ 2014 年 02 月 10 日 

 東京 23 区内に住む育児休業中の女性（38）は迷った末、認証保育所Ａ園の入園予約を取りやめた。Ａ園は、

入園金１万５千円と４月分の保育料約６万６千円を払った人に入園枠を確保する。だが女性は認可保育園にも申

請をしており、もし認可に内定したらＡ園は辞退するつもりだった。その場合もＡ園は全額返金しないという。 

 

⑤日大三高事件                              朝日新聞 2016 年 10 月 12 日 

 結婚後に職場で旧姓使用が認められず人格権を侵害されたとして、私立の中高一貫校「日本大学第三中学・高

校」（東京都町田市）の 30 代の女性教諭が、同校を運営する学校法人「日本大学第三学園」に旧姓の使用と約 120

万円の損害賠償を求めた訴訟の判決が 11 日、東京地裁であった。判決によると、教諭は 2003 年から同校に勤務。

13 年 7 月に結婚し、改姓した。学校側に旧姓の使用を認めるよう申し出たが、「教職員として行動する際には戸

籍名を使用すること」とされ、認められなかった。 


